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性
別
役
割
意
識
の
社
会
的
規
定
因

1

社
会
階
層
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ー

〈要
旨

〉

本

研
究
は
、

現
代

日
本

に
お
け
る
性

別
役
割
意
識

の
規
定
因
を
探

る
。

性
別
役
割
意

識

に
対

し

て
、
社

会
階

層
論
と

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
論

の
2

つ
の
ア
プ

ロ
ー

チ
が
あ

る
が

、

こ
の
双
方

の
立
場
は

互

い
に
矛
盾
す

る
も

の
で
は
な

い
。

1
9
9

5
年

S
S
M
調
査

B
票
デ

ー
タ
を

用

い
て
構

造
方
程
式

モ
デ
リ
ン
グ
に
よ

つ

て
分

析
を
行

っ
た
結
果

、
先
行
研
究

の
指

摘
ど
お
り

、
男
女
ど
ち

ら
に
お

い
て
も
、
権

威
主
義
が
伝
統
的
な
性
別
役
割
意
識
を
高
め
る
効
果
が
大
き

い
こ
と

が
分
か

っ
た
。

ま

た
、
男
性

の
性
別
役
割
意

識
が
年
齢
と
権

威
主
義

で
規

定
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し

て
、
女

性

に
は
様

々
な
規
定

因
が
あ

る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
男
性
と
異

な
る
女
性

に
お

け

る
特

徴
と
し

て
、
①

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
広
が
り

が
伝

統
的
な
性
別
役
割
意

識
か
ら

の

乖
離
を
も

た
ら
す

こ
と
、
②

社
会
階

層
が
伝

統
的

な
性
別
役
割
意
識
を
高

め

て
い
る

こ

と
、

の
2
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

つ
ま
り

、
女
性

に
お

い
て
社
会

階
層
と
性

別
役
割
意
識

の
相

関
は
あ
ま
り
見

い
だ

さ

れ
な

い
が
、
そ

の
内

実
は

、
権
威

主
義
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を

介
し
た
社
会

階
層

の
負

の

間
接
効
果
と
社
会
階
層

の
正

の
直
接
効
果
で
あ

っ
た
。

菅

野

剛

キ
ー
ワ
ー
ド

性
別
役
割
意
識
、
社
会
階
層
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、
権
威
主
義
、

構
造
方
程
式

モ
デ
リ

ン
グ

性別役割意識の社会的規定因325



1

現
代
日
本
に
お
け
る
性
別
役
割
意
識

D

・
H

・
ロ
レ
ン
ス
の

一
連
の
作

品
に
お
い
て
は
、
没
落
中
流
階
層
出
身
の

教
養
あ
る
母
と
、
も
と
も
と
炭
坑
夫
と
し
て
代
々
労
働
者
階
層
で
あ
る
父
と
の

生
活
を
モ
デ
ル
と
し
た
描
写
が
至
る
と
こ
ろ
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま

り
、
健
康
的
で
さ
わ
や
か
な
男
ら
し
い
労
働
者
階
層
の
男
と
、
上
品
で
教
養
が

あ
り
労
働
者
階
層
か
ら
見
れ
ば
お
姫
さ
ま
の
よ
う
な
娘
が
結
ば
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
男
と
女
と
で
は
出
身
階
層
が
違
う
た
め
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
違
う
。

そ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
労
働
者
階

層
で
は
、
男
は
男
同
士
で
徒
党
を
組
ん
で

遊
ぶ
。
酒
場
で

一
杯
ひ

っ
か
け
て
帰
る
の
が
当
然
だ
。
男
は
外
で
仕
事
を
し
、

家
事

・
育
児
に
は

一
切
口
を
出
さ
ず

に
す
べ
て
を
妻
に
任
す
。
夫
は
夫
自
身
の

友
達
だ
け
と

つ
き
あ

い
、
仲
間
た
ち
と
家

の
外
で
遊
ぶ
。
そ
し
て
妻
は
妻
の
友

達
だ
け
と

つ
き
あ
う
。

他
方
、
中
流
階
層
で
は
、
夫
と
妻

は
共
通
の
友
人
を
持

っ
て
い
た
り
、
夫
婦

で

一
緒
に
余
暇
を
過
ご
し
た
り
、
社
交
生
活
を
送

っ
た
り
す
る
。
ま
た
夫
が
家

事

・
育
児
を
手
伝
う
こ
と
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
労
働
者
階
層
で
は
性
別
役
割
分

業
が
明
確
で
あ
り
、
夫
婦
間
の
役
割
多
重
性
が
低
い
。
他
方
、
中
流
階
層
で
は

性
別
役
割
分
業
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
く
、
役
割
多
重
性
が
高

い
。

こ
の
よ
う
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
異
な
る
二
人
が
、
う
ま
く
い
く
は
ず
は
な

い
。
中
流
階
層
出
身
の
妻
は
、
ま
わ
り
の
労
働
者
階
層
の
女
た
ち
に
と
け
込
め

な
い
。
女
た
ち
は
、
路
上
で
女
だ
け

で
う
わ
さ
話
に
花
を
咲
か
せ
る
が
、
教
養

あ
る
女
に
は
退
屈
で
し
か
な

い
。
中
流
階
層
の
家
庭
で
は
夫
と
妻
と
が

一
緒
に

娯
楽
を
楽
し
む
も
の
だ
が
、
肝
心
の
夫
は
外
で
た
む
ろ
っ
て
家
に
帰

っ
て
こ
な

い
。
孤
立
し
苛
立

つ
妻
。
ど
う
し
て
良

い
か
分
か
ら
ず
心
が
離
れ
て
い
く
夫
。

ロ
レ
ン
ス
は
自
分
の
生
ま
れ
育

っ
た
家
庭
で
の
経
験
を
も
と
に
、
心
理
描
写
を

文
学
作
品
に
結
実
さ
せ
て
い
る
。

夫
婦
の
性
別
役
割
分
業
に
つ
い
て
人
々
の
意
見
は
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
る
。

一
方
は
、
男
は
外
で
働
き
、
女
は
う
ち
で
家
庭
を
守
る
と
い
う
伝
統
的
な
意
見
。

他
方
は
、
男
も
女
も
従
来
の
規
範
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
個
人
の
選
択
を
重

視
し
て
柔
軟
に
分
業
を
行
お
う
と
い
う
意
見
。
現
代
日
本
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
い
る
。
男
と
女
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ

っ
て
き
た
。
特
に
、
性
別
役

割
意
識
の
変
化
は
、
単
な
る
個
々
人
の
意
識
の
変
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ひ
る
が

え

っ
て
社
会
全
体
に
対
し
て
大
き
な
変
革
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
く
。

一
体
ど
の

よ
う
な
要
因
が
性
別
役
割
意
識
を
規
定
す
る
の
か
?

2

社
会
階
層
論
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ

階
層
論
者
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
階
層
と
の
関
連
に
目
が

い
く
だ
ろ
う
。
上
層
は

知
的
に
柔
軟
で
伝
統
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
下
層
は
権
威
主
義
的
で
伝
統
的

な
性
別
役
割
意
識
を
持
つ
だ
ろ
う
、
と
。
先
行
研
究
で
は
、
学
歴
と

「男
は
外

で
働
き
、
女
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と

い
う
意
識
に
は
負

の
関
連
が
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
(原

・
肥
和
野

一㊤
O
O
"
木
村

一㊤
㊤
。。
"
尾
嶋

一
㊤
㊤
。。)。

ま
た
、
女
性
の
性
別
役
割
意
識
は
年
齢
と
負
の
関
連
が
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、

「男
性
は
外
で
働
き
、
女
性
は
家
庭
を
守
る
べ
き

で
あ
る
」

「家
事
や
育
児
に
は
、
男
性
よ
り
も
女
性
が
む

い
て
い
る
」
「専
業
主
婦
と

い
う

326



仕
事
は
、
社
会
的
に
た
い
へ
ん
意
義

の
あ
る
こ
と
だ
」
に
重
き
を
お

い
た
主
成

分
ス
コ
ア
に
よ
る
性
別
役
割
意
識
に
対
し
て
も
、
学
歴
が
負
の
効
果
を
持

っ
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
(吉
川

一り
Φ◎。)。

社
会
構
造
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
焦
点
を
お
く
社
会
階
層
論
に
お
い
て
は
、
階
層

が
意
識
を
規
定
す
る
と

い
う
図
式
が
用

い
ら
れ
る
。
特
に
、
社
会
階
層
.の
効
果

は
、
本
質
的
に
は
職
業
条
件

の
効
果
で
あ
る
と

い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る

(}(
O
『
誹
P
P
α
Oり
O『
OO
一Φ「
一⑩
QQ9◎
"
Z
四
〇
一
P口
住
ω
O『
O
O一Φ民
一り
QO切
)Q
た
だ
し
、

一
部

の
社
会
意
識
に
対
し
て
、
客
観
的
な
社
会
的
属
性
を
表
す
階
層
変
数
だ
け
で
は

モ
デ
ル
の
説
明
力
が
充
分
で
な

い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
た
め
理
論
的

・
経
験
的

な
蓄
積
が
あ
る
権
威
主
義
な
ど
が
媒
介
的
に
導
入
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
政
党
支

持
意
識
(直
井

一㊤
。。
。。
"
直
井

・
徳
安

一㊤
8
)、
不
公
平
感
(岩
間

一
Φ逡
)、
ヘ
ル
ス

コ
ン
シ
ャ
ス

・
環
境
保
護
意
識
(吉
川

一㊤
逡
)、
性
別
役
割
意
識
(吉
川

一
㊤り
。。)に

対
す
る
権
威
主
義
の
効
果
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
社
会

階
層
論
は
、
社
会
構
造
が
個
々
人
を
運
命
づ
け
る
と
い
う
宿
命
論
的
色
彩
が
濃

い
。

3

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
論

か
ら
の

ア
プ

ロ
ー
チ

他
方
、
ゆ
o
其

一
り
零
)は
、
か
な
り
以
前
か
ら
性
別
役
割
分
業
に
対
す
る
社
会

階
層
の
効
果
を
否
定
し
て
い
る

(、)。

つ
ま
り
、
近
隣
や
親
戚
な
ど
と
親
密
な
関

係
を
持

つ
場
合
、
そ
の
夫
婦
は
様

々
な
サ
ポ
ー
ト
を
夫
婦
以
外
の
他
者
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
集
団
に
様

々
な
点

で
援
助
し
て
も
ら
う
。
そ
の
よ
う
な

親
密
な
関
係
を
持

つ
集
団
に
お
い
て
は
、
外
部
と
の
境
目
を
示
す
よ
う
な
シ
ン

ボ
ル
、
慣
習
、
規
範
な
ど
が
発
達
す
る
。
集
団
の
成
員
は
、
こ
れ
ら
を
所
与
の

も
の
と
し
て
肯
定
し
、
自
ら
集
団
の
文
化
を
支
え
て
い
く
の
だ
が
、
こ
の
よ
う

な
集
団
は
た
い
て
い
歴
史
が
古
い
。
そ
し
て
、
こ
の
中
で
規
範
を
遵
守
す
る
こ

と
が
大
事
と
な
り
、
密
接
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
規
範
は
強
度
に
共
有

さ
れ
る
。
当
然
、
夫
婦
役
割
分
業
に
つ
い
て
も
伝
統
的
な
考
え
が
引
き
継
が
れ

て
い
く
。

他
方
、
近
隣
や
親
戚
な
ど
と
密
接
な
関
係
を
持
た
ず
、
自
立
的
に
何
事
も
夫

婦
カ
ッ
プ
ル
ニ
人
だ
け
で
こ
な
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
場
合
、
相
談

も
育
児
も
仕
事
も
何
も
か
も
手
を
携
え
て
や

っ
て
い
く
し
か
な
い
。
カ
ッ
プ
ル

に
対
し
て
、
高
圧
的
に
伝
統
や
規
範
を
強
い
る
集
団
は
存
在
し
な
い
。
ル
ー
ス

な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
規
範
は
ど
う
し
て
も
緩
み
が
ち
と
な
る
。
時
代
や
周

囲
の
集
団
と
い
っ
た
外
部
環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
ル
ー
ス
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

に
お
い
て
は
外
部
環
境
に
個
々
人
が
さ
ら
け
出
さ
れ
て
い
る
蓋
然
性
が
高
く
、

対
応
と
順
応
も
早
い
。
彼
ら
は
状
況
に
即
し
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
だ

ろ
う
。

日
本
で
は
、
上
子
(一〇
お
)が
包
括
的
な
レ
ビ

ュ
ー
を
行

っ
て
い
る
。
特
に
、

ゆ
9
け以
後
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
家
族
の
役
割
分
業
に
つ
い
て
の
研
究

の
レ
ビ

ュ

ー
を
行
い
、
先
行
研
究
で
の
知
見
が
様
々
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

野
沢
(一㊤㊤
α
)は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
態
と
役
割
分
業
の
関
連
に
つ
い
て
さ
ら
に
踏

み
込
ん
で
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
立
場
で
は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
が

個
々
人
を
左
右
す
る
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る

(、
〕。
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4

社
会
階
層
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
連

以
上
の
2
つ
の
流
れ
は
、
相
容
れ
な

い
も
の
で
は
な
い
。
ゆ
o
洋
は
、
社
会
階

層
論

へ
の
批
判
を
込
め
て
、
説
明
要
因
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
調
し
た

が
、
社
会
階
層
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
は
な

い
の
か
?

他
方
、
社
会
階
層

論
に
お

い
て
は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
変
数
は
脇
役
で
あ
り
、
重
き
を
お
か
れ
ず
じ

ま

い
だ

っ
た
。
ま
た
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
所
与
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で

な
く
、
個
々
人
の
努
力
や
意
志
で
広
げ
て
い
け
る
側
面
に
も
注
目
す
る
必
要
が

あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
空
間
を
浮
遊
し
、
社
会
的
に
多
種
多
様
な
人
々
と
接

す
る
こ
と
で
、
多
様
な
価
値
観
の
併
存
を
許
容
す
る
柔
軟
な
姿
勢
を
身
に
つ
け

て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

実
は
、
社
会
階
層
ご
と
に
交
際

の
あ
り
か
た
が
異
な
る
こ
と
は
、
従
来
か
ら

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
社
会
的
に
上
層
で
あ
る
ほ
ど
、
社
会
的
に
力
を

持

つ
他
者
と
の
つ
き
あ

い
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
(=
o
α
oq
Φ
9
巳

↓
民Φ巨

碧

一⑩
Φ。。
"

宣
o貯
ヨ
四
p
9
&

冨
o
π
§
四
⇒
一〇
刈
ω)が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
階
級
に
よ
っ
て

つ
き
あ

い
の
形
態
が
異
な
る
と
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
(≧
δ
⇒
お
ミ
レ
O
。。㊤
)。
さ

ら
に
、
学
歴
、
職
業
威
信
や
収
入
な
ど
の
社
会
階
層
が
高

い
者
ほ
ど
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
が
多
様
で
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ

て
い
る
(〇
四
ヨ
b
σ
①
=
象

匙

一㊤
◎。
9
国
=
畧
σq

雪
住
↓
躄
ω邸

一㊤8
)。

日
本
に
お

い
て
も
、
社
会
階
層
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
の
関
連
が
見

い
だ

さ
れ
、
社
会
階
層
の
効
果
は
、
具
体
的
に
は
職
業
条
件
の
効
果
で
あ
る
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
(菅
野

一
り
逡
)。
さ
ら
に
、
双
方
向
因
果
分
析
の
結
果
、
社
会

階
層
が
交
際
形
態

の
多
様
性
を
高
め
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
(村
澤

一
8
。。
)。

有
力
者
と
の
関
係
的
資
源
の
保
有
に
つ
い
て
も
、
社
会
階
層
と
の
関
連
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
(村
瀬

一
㊤㊤
。。
)。
ま
た
、
社
会
関
係
資
源
が
教
育

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
(安
田

一
㊤
㊤Q。)。
そ
し
て
、
地

位
の
非

一
貫
性
や
世
代
間
移
動
と
い
う
側
面
も
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
(菅
野

一
⑩り
Q。ρ

一〇Φ
Q。げ
)。
ま
た
、
社
会
階
層

の
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
が
、
社
会
経
済
的
地
位
が
高
い
ほ
ど
中
距
離
に

住
む
友
人
数
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
(松
本

一〇㊤
α)。

5

分

析

5

・
ー

デ
ー
タ
と
変
数

分
析
は
、
1
9
9
5
年
S
S
M
調
査
B
票
デ
ー
タ
を
男
性
、
女
性
に
分
け
て

行

っ
て
い
る
。
男
性
、
女
性
ご
と
に
、
年
齢
、
学
歴
、
職
業
威
信
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
権
威
主
義
、
性
別
役
割
意
識
な
ど
、
分
析
に
用

い
る
変
数

の
平
均
と
標

準
偏
差
を
見
た
の
が
表
4
で
あ
る
。

加
齢

加
齢
の
効
果
を
見
る
た
め
に
、
本
人
の
年
齢
を
用
い
る
。

学
歴

学
歴
は
、
特
に
権
威
主
義
に
対
し
て
強

い
効
果
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

社
会
階
層

社
会
階
層
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
次
元
が
あ
る
。
こ
れ
ら
複
数
の
次
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元
の
間
の
不
整
合
も
存
在
し
な

い
わ
け
で
は
な

い
(今
田

・
原

一
〇
謬
"
富
永

H
Φ㊤
卜。
)。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
次
元
を
ま
と
め
て
、
社
会
階
層
と
い
う

一
つ
の

お
お
ざ

つ
ば
な
尺
度
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
モ
デ
ル
を
示
し
、

解
釈
を
進
め
る
上
で
有
効
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
職
業
威
信
、
世
帯
収
入
、

所
有
財
の
3
つ
か
ら
、
社
会
階
層
を
構
築
す
る
。

ま
ず
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
(直
井

一
Φお
)は
、
一㊤
雷
年
基
準
ス
コ
ア
を
用
い
る
。

男
性
の
職
業
威
信

ス
コ
ア
は
、
本
人

の
職
業
威
信
ス
コ
ア
を
用
い
て
い
る
。
女

表1:第5回 社会階層と社会移動全国調査概要

調査名 「第5回社会階層と社会移動全国調査」(1995年SSM調 査)

調査主体1995年SSM調 査研究会

母集団

サンプル数

回収法

標本抽出法

1994年12月31日 現在 で満20歳 ～69歳 の男女

B票:男 女 各2016人(有 効回収数2704人,67.1%)

個別面接調査

層化2段 無作為抽出法

表2:相 手の職業威信スコア(1995年B票)

友人か親戚としてつきあいのある職種 1995年職業威信スコア

医師 ・弁護士などの専門職の人

会社の社長や役員

地方議員 ・国会議員

県や市町村に勤めている部課長以上の役人

小売り店主 ・飲食店主
一般のサラリーマンやOL

工場労働者、運転手、土木・建築作業者

農業や漁業をしている人

88.5

78.1

71.1

67.2

51.3

50.2

50.0

46.1

性
に
対
し
て
は
、
直
井
道
子
の
分
有
威
信

モ
デ
ル
を
参
考

に
し
て
い
る
(直
井

一㊤。。⑩
)。
す
な
わ
ち
、
女
性
は
、
本
人
と
夫
の
職
業
威
信
ス
コ
ア
の
平
均
を
用

い

る
。
な
お
、
無
職
女
性
は
職
業
を
持

っ
て
い
な
い
た
め
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
も

欠
測
値
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
配
偶
者
が
い
る
場
合
に
は
、
配
偶
者
の
職
業
威

表3:変 数名と質問項目

Observed

Variables Contents

E

U

G

D

A

E

PRESTIGE

1NCOME

ASSET

S」NET

WSD95

R39D

R39E

R39F

R39G

R35A

R35B

R35C

R35D

R35F

学歴年数

職業威信

世帯収入

所有財

交際職種数
つきあいのある職業の威信標準偏差

権威のある人には常に敬意を払わなければならない

以前からなされてきたやり方を守ることが、最上の結果を生む

伝統や慣習にしたがったやり方に疑問を持つ人は、結局は問題をひきおこすことになる
この複雑な世の中で何をなすべきかを知る一番よい方法は、指導者や専門家に頼ることである

男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである

男の子と女の子は違った育て方をすべきである

家事や育児には、男性よりも女性がむいている

専業主婦という仕事は,社会的にたいへん意義のあることだ

専業主婦は、外で働く女性よりも多くの点で恵まれている
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表4:男 性と女性のプロフィール

Man Woman

Observed

Variable MeanS.D.Mean S.D.

AGE

EDU

PRESTIGE

INCOME

ASSET

S-NET

WSD95

R39D

R39E

R39F

R39G

R35A

R35B

R35C

R35D

R35F

45.33

12,56

52.32

9.43

4.62

5.27

10.49

2.35

2.14

2.52

2。63

2.40

2.32

3.10

3.00

2.06

12.16

2.64

9.14

3.31

2.08

2.23

5.73

1.30

121

1,29

1,33

1.07

1.09

.98

1.02

.99

44.70

11.98

51.01

9.14

4.71

4.47

9.79

2.28

222

2.45

2.59

2.10

2.10

2.76

2.79

2.12

12.02

2.07

7.57

3.38

2.07

2.08

6.14

121

1.16

1.20

1.29

1.06

1.06

1.08

1,05

1.00

n=772 n=825

 

信
ス
コ
ア
を
用
い
て
い
る
。

次
に
、
回
答
者
の
経
済
的
基
盤
を
あ
ら
わ
す
代
表
的
な
指
標
と
し
て
、
世
帯

収
入
を
用

い
る
。

回
答
者
の
経
済
的
基
盤
を
あ
ら
わ
す
も
う

一
つ
の
側
面
と
し
て
、
所
有
財
に

つ
い
て
も
と
り
あ
げ
る
。
元
々
は
、

15
の
項
目
で
、
所
有
し
て
い
る
財
産
を
尋

ね
て
い
る
(株
券
債
券
、
ス
ポ
ー
ツ
会
員
権
、
美
術
骨
董
品
、
食
器
洗

い
機
、
応

接
セ
ッ
ト
、
F
A
X
、
電
子
レ
ン
ジ
、
乗
用
車
、
持
ち
家
、
パ
ソ
コ
ン

・
ワ
ー

プ
ロ
、
ク
ー
ラ
ー

・
エ
ア
コ
ン
、
ピ

ア
ノ
)。
所
有
財
に
つ
い
て
は
、
こ
の
総
和

を
求
め
、
こ
れ
を
所
有
財
の
指
標
と
し
た
。

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
多
様
性

自
分
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
含
む
他
者
の
社
会
的
属
性

が
多
様
で
あ
る
程
度
は
、
人
に
よ

っ
て
大
分
異
な
る

.、)。
あ
る
人
は
、
自
分
と

似
た
よ
う
な
階
層
の
者
と
の
閉
塞
的

・
同
質
的
な
交
際
に
終
始
し
、
他
の
人
は
、

自
分
と
離
れ
た
階
層
の
他
者
と
も
幅
広
く
接
す
る
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
多
様
で

あ
る
こ
と
は
、
本
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
な
位
置
を
占
め
る
他
者
と
交
流
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
協
力
行
為
や
情
報

の
交
流
を

様
々
な
他
者
と
頻
繁
に
行

い
、
自
ら
に
な

い
も
の
を
取
り
入
れ
、
他
者
に
な
い

も
の
を
与
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
様

々
な
メ
リ

ッ
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
他
者
と
つ
き
あ

っ
て
い
る
こ
と
は
、
た
だ
単
に
、
職
業

の

次
元
に
お
い
て
交
際
が
広
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
空
間
を
本
人
が
縦
断
し
交
差
を
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
も
示

し
て
い
る
。

本
研
究
で
は
、
2
つ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
特
性
を
表
す
指
標
か
ら

「ネ

ッ
ト
ワ

」
ク
多
様
性
」
概
念
を
構
築
す
る
。

第
1
に
、
「交
際
職
種
数
」
を
測
定
す
る
。
1
9
9
5
年
S
S
M
の
B
票
で
は
、

9
つ
の
職
業
に
対
す
る
友
人
か
親
戚
と
し
て
の
つ
き
あ

い
の
有
無
を
尋
ね
て
い

る
。
そ
れ
ら
は
、
地
方

・
国
会
議
員
、
部
課
長
以
上
の
役
人
、
社
長
や
役
員
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

・
O
L
、
専
門
職
、
小
売
り

・
飲
食
店
主
、
工
場
土
木
建
築
労

働
者

・
運
転
手
、
農
業

・
漁
業
従
事
者
、
同
業
組
合

・
労
働
組
合
役
員
、
で
あ

る
。
そ
し
て
、
つ
き
あ

い
の
あ
る
場
合
に
ー
、
な

い
場
合
に
0
と
ス
コ
ア
を
割

り
振

っ
て
い
る
。
交
際
職
種
数
は
、
測
定
さ
れ
て
い
る
複
数
の
職
種
に
つ
い
て

の
つ
き
あ
い
の
有
無
を
、
単
純
に
合
計
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
先
行

研
究
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
(井
上

一㊤
㊤
。。
"
川
端

一
⑩
Φ
。。
旧
木
村

一
㊤
㊤
。。
斜

一⑩⑩
。。ρ

一㊤
㊤
。。9
菅
野

一㊤
Φ。。
P

一り
Φ。。
ρ

一Φ
Φ。。o
"
安
田

一8
。。
)。
こ
の
場
合
、
0

～
9
の
値
を
と
る
。
こ
れ
は
、

つ
き
あ
い
の
あ
る
相
手
の
職
業
そ
れ
ぞ
れ
に
対
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し
て
、
意
味
的
に
同
じ
重
み
を
与
え
、
そ
れ
ら
と
の
接
触
の
程
度
を
求
め
る
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
職
業

一
つ

一
つ
は
、
個
別
の
生
活
領
域
や
情
報
、
社
会

的
刺
激
を
含
蓄
し
、
象
徴
し
て
い
る
、
と
い
う
考
え

の
も
と
に
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
特
性
を
測
定
し
て
い
る
。

第
2
に
、
交
際
相
手
の

「職
業
威
信

ス
コ
ア
の
標
準
偏
差
」
を
測
定
す
る
。

こ
の
変
数
は
、
8
つ
の
職
種

の
う
ち

、
つ
き
あ

い
の
あ
る
職
種
に
つ
い
て
お
よ

そ
の
職
業
威
信

ス
コ
ア
を
.割
り
振
り
(表
2
)
(、)、
そ
の
職
業
威
信
ス
コ
ア
の
標

準
偏
差
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
(菅
野

一Φ
Φ
o。P
H㊤
④Q。ぴ
レ
㊤
㊤Q。o
)。
先
ほ
ど
の
交
際

職
種
数
と

い
う
指
標
と
の
違

い
は
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
に
よ

っ
て
個
々
の
職
業
、

の
持

つ
意
味
の
重
み
を
変
え
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
単
に
加
算
し
て
求

め
、
量
的
な
側
面
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
の
類
似
度
と

い

う
観
点
か
ら
見
た
バ
ラ
ツ
キ
、

い
わ
ば
質
的
な
側
面
を
捉
え
て
い
る
。
こ
の
場

合
、
た
と
え
ば
多
く
の
職
業
と

つ
き
あ
い
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
職

業
が
職
業
威
信
ス
コ
ア
に
お
い
て
似
通

っ
て
い
る
場
合
に
は
、
バ
ラ
ツ
キ
は
小

さ
く
な
る
Q

権
威
主
義

権
威
主
義
に
つ
い
て
は
、
質
問
紙
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
4
つ
の

項
目
を
用
い
て
構
…築
す
る

へ,
}。

1

権
威
の
あ
る
人
に
は
常
に
敬
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

2

以
前
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
や
り
方
を
守
る
こ
と
が
、
最
上
の
結
果
を
生
む

3

伝
統
や
慣
習
に
し
た
が

っ
た

や
り
方
に
疑
問
を
持

つ
人
は
、
結
局
は
問
題

を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
る

4

こ
の
複
雑
な
世
の
中
で
何
を
な
す
べ
き
か
を
知
る

一
番
よ
い
方
法
は
、
指

導
者
や
専
門
家
に
頼
る
こ
と
で
あ
る

こ
れ
ら
の
項
目
は
、
権
威
主
義
を
測
定
す
る
た
め
に
古
く
か
ら
の
先
行
研
究

の
積
み
重
ね
に
よ

っ
て
練
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
尺
度
と
し
て
の
妥
当
性

・
信

頼
性
が
高

い
こ
と
が
予
想
で
き
る
。

性
別
役
割
意
識

性
別
役
割
意
識
に
つ
い
て
は
、
質
問
紙
に
お

い
て
6
つ
の
項

.、目
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
の
5
つ
を
用
い
る

〔、}。

1

男
性
は
外
で
働
き
、
女
性
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る

2

男
の
子
と
女
の
子
は
違

っ
た
育
て
方
を
す
べ
き
で
あ
る

3

家
事
や
育
児
に
は
、
男
性
よ
り
も
女
性
が
む
い
て
い
る

4

専
業
主
婦
と
い
う
仕
事
は
、
社
会
的
に
た
い
へ
ん
意
義
の
あ
る
こ
と
だ

5

専
業
主
婦
は
、
外
で
働
く
女
性
よ
り
も
多
く
の
点
で
恵
ま
れ
て
い
る

ー
つ
の
立
場
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
質
問
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
個
別
に
分

析
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
木
村
(一
りΦ
Q。
)、
吉
川
(一㊤
⑩
。。)、
尾
嶋

(一
Φ
ΦQ。
)は
、
特
定
の
変
数
に
つ
い
て
、
詳
細
な
分
析
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

本
研
究
で
は
、
個
別
の
質
問
項
目
が
問
う
て
い
る
こ
と
を
直
接
に
分
析
の
対
象

に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に

「性
別
役
割
意
識
」
と
い
う
潜
在
的
な
要

因
が
あ
る
、
と
想
定
す
る
。

5

.
2

性
別
役
割
意
識
の
構
造
方
程
式

モ
デ
リ
ン
グ

性
別
役
割
意
識
の
規
定
因
を
探
る
た
め
に
、
構
造
方
程
式

モ
デ
リ
ン
グ
に
よ

っ
て
分
析
を
行

っ
た
。
パ
ス
図
の
中
に
は
標
準
化
さ
れ
た
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

値
を
示
し
て
い
る
。
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
に
は
、
最
尤
法
を
用
い
て
い
る
。
な
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図1:男 性の性別役割意識の因果モデル

表5:潜 在変数間の相関(男性)

EDUCA-NET-AuTHo【 しSEX

TIONAGINGCLASSWORKπA田ANROLE

EDUCATION

AGING

CLASS

NETWORK

AUTHORITARIAN

SEXRIOLE

1.000

一.307

.470

.203

一.318

一。152

1.000

.197

.176

233

.184

LOOO

.501

一.221

一.067

1.000

一.088

一.018

1.000

.409LOOO

表6:潜 在変数 間の相 関(女性)

EDUCA-NET-AuTHoR.SEX

TIONAGINGCLASSWORKπARIANROLE

ED壱CATION

AGING

CLASS

NETWORK

AUTHORITARIAN

SEXROLE

1.000

㍉472

.468

.176

一.327

一.190

1.000

.011

.004

.246

.268

1.000

.377

一.274

一.030

1.000

一.103

一.111

LOOO

.587 1.000
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図2:女 性の性別役割意識の因果モデル

お
、

モ
デ

ル
に

お

い

て
誤
差

間
相

関
は

一
切

認

め

て

い
な

い
。

図

に
示

し

て
あ

る

の
は

、

男

性

、

女

性

に

分

け

て

分
析

を

し

た

結

果

で
あ

る

。

ま

た

、
潜

在

変
数

間

の
相

関
は

表

5
、
表

6
に

示

し

て
あ

る

。

ま

ず

、

モ

デ

ル

の
適

合

度

に

つ

い

て

述

べ

る

。

男

性

モ

デ

ル

で

は

、

慌

11
b。
鰹

・◎。
8

9
h・11
⑩
◎

Ω
勾
H
11

●㊤
α
Q。
℃
〉
Ω
司
H
11

9り
心
ρ

O
周
H
n

●㊤
卜。
◎

幻
ζ

ω
国
》
11

・O
α
で
あ

る

。

女

性

モ
デ

ル

で
は

、

k
・。
蒔
N
芻

6
N

画
ト
H
㊤
9

0
固

11

●8

ど

〉
Ω
固

11

・㊤
嵩

、

O
国

11

●㊤
ω
ρ

カ
ζ

Go
国
>
11

.8

で
あ

る
。

尺
・。
＼
ユ
ト
は

い
ず

れ

の
モ

デ

ル

に
お

い

て
も

3
以

下

で
あ

り

、

ま
ず

ま

ず

の
適

合

度

で
あ

る

へ.、〉。

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
の
規
定
因

潜
在
変
数
問
の
相
関
を
見
る

と
、
学
歴
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
に
は
正
の
相
関
が
あ
り
、
学
歴
の

高
い
人
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
多
様
で
あ
る
(男
性

.N
O
ω
…
女
性

.嵩
O
)。

し
か
し
、
他
の
要
因
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
因
果
モ
デ
ル
で
は
、
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
多
様
性
に
対
す
る
学
歴

の
有
意
な
効
果
は
消
え
て
し
ま
う
。

学
歴
は
社
会
階
層
を
介
し
て
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
を
広
げ
て
い
る

と
解
釈
で
き
る
。
次
に
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
の
規
定
因
は
男
女
で

違
う
。
男
性
で
は
、
階
層
と
年
齢
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
を
高
め
て

い
る
。
年
齢
の
効
果
は
、
職
業
生
活
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
顔
が
広
く

な
る
こ
と
や
、
役
職
が
上
が

っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
も
表
し
て
い
る
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
の
決
定
係
数
は

b
①
で
あ
り
、

男
性
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
社
会
階
層
や
職
業
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い

る
。
他
方
、
女
性
で
は
、
階
層
の
み
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
を
高
め
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て
い
る
。
ま
た
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性

の
決
定
係
数
は

.置
で
あ
り
、
男
性
に

比
べ
て
低
め
で
あ
る
。
女
性
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
今
回
の
モ
デ
ル
に
含
ま
れ

て
い
な
い
、
社
会
階
層
以
外
の
要
因

に
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。

権
威
主

義
の
規
定
因

潜
在
変
数
間
の
相
関
を
見
る
と
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様

性
と
権
威
主
義
の
間
に
は
、
負
の
関
連
が
あ
る
(男
性

-.O。。
。。
、
女
性

山
O
ω)。
す

な
わ
ち
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
多
様
で
あ
る
人
ほ
ど
権
威
主
義
的
で
は
な

い
。
し

か
し
、
他
の
要
因
を

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
た
因
果
モ
デ
ル
で
は
、
権
威
主
義
に
対

す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
果
は
男
女
共
に
有
意
で
な
い
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様

性
と
権
威
主
義
の
負
の
関
連
は
、
社
会
階
層
に
よ
る
疑
似
相
関
と

い
え
る
。
ま

た
、
因
果
モ
デ
ル
を
見
る
と
、
権
威
主
義

の
規
定
因
が
、
男
女
共
に
非
常
に
似

通

っ
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
く
。

つ
ま
り
、
学
歴
と
社
会
階
層
が
負
の
効
果
を

持
ち
、
年
齢
が
正
の
効
果
を
持

っ
て
い
る
。
ま
た
、
決
定
係
数
は
男
性
は

.一心
、

女
性
は

.扇
で
あ
る
。

性
別
役
割
意
識

の
規
定
因

潜
在
変
数
間
の
相
関
で
は
、
男
性
に
お
い
て
社
会

階
層
と
性
別
役
割
意
識
に
か
す
か

に
負
の
相
関
が
見
出
さ
れ
る
(男
性

-●O
Φ
刈)。

こ
の
限
り
で
は
、
確
か
に
、
社
会
的
上
層
ほ
ど
伝
統
的
な
性
別
役
割
意
識
を
支

持
し
な
い
こ
と
が
男
性
に
お

い
て
か
す
か
に
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
因
果
モ

デ
ル
で
は
社
会
階
層
の
効
果
は
消
え
て
し
ま
う
。
他
方
、
女
性
に
お
い
て
は
、

社
会
階
層
と
性
別
役
割
意
識
に
相
関
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
(女
性

-・O
ω
O)。

し
か
し
、
因
果
モ
デ
ル
に
お
い
て
他

の
要
因
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
結
果
で
は
、

社
会
階
層
は
実
は
性
別
役
割
意
識

に
対
し
て
正
の
効
果
を
持

っ
て
い
る

亘
。
年

齢
、
権
威
主
義
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
が

一
定
で
あ
る
場
合
に
は
、
女
性
は
、

社
会
的
に
上
層
で
あ
る
ほ
ど
伝
統
的
な
性
別
役
割
意
識
を
支
持
し
て
い
る
。

ま
た
、
性
別
役
割
意
識
の
規
定
因
は
、
男
女
で
大
き
く
異
な
る
。
男
性
で
は
、

年
齢
と
権
威
主
義
が
性
別
役
割
意
識
を
規
定
す
る
。
因
子
間
相
関
を
見
る
限
り

は
学
歴
も
性
別
役
割
意
識
に
負
の
関
連
を
持
つ
が
(
-」
紹
)、
こ
れ
は
権
威
主
義

を
介
し
た
効
果
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
階
層
が
効
果
を
持
た

な

い
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
男
性
に
お
い
て
は
、
性
別

役
割
意
識
の
決
定
係
数
は

●一。。
で
あ
り
、
低
め
で
あ
る
。

女
性
に
お
い
て
も
権
威
主
義
が
も

っ
と
も
大
き
な
関
連
を
持

っ
て
い
る
こ
と

は
、
男
性
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
作
用
し
て
い
る
こ

と
が
特
徴
と
な

っ
て
い
る
。
特
に
、
女
性
で
は
、
社
会
階
層
が
性
別
役
割
意
識

に
対
し
て
正
の
効
果
を
持
つ
点
が
男
性
と
異
な
る

へ,)。
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
多
様
性
が
性
別
役
割
意
識
を
低
め
る
負
の
効
果
を
持

っ
て
い
る
点
も
男
性
と

異
な
る
。
女
性
で
は
性
別
役
割
意
識
の
決
定
係
数
が

●G。
Φ
で
あ
り
、
男
性
に
比
べ

て
か
な
り
高
い
。

女
性
に
お
け
る
社
会
階
層
の
直
接
効
果
と
間
接
効
果

女
性
の
因
果
モ
デ
ル

で
は
、
社
会
階
層
と
性
別
役
割
意
識
の
間
に
介
在
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
面
白

い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
て
い
る
。
社
会
階
層
が
高

い
女
性
ほ
ど
、
性
別
役
割
意

識
が
伝
統
的
な
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
、
未
だ
に
男
性
中
心
の
現

代
日
本
社
会
で
は
、
社
会
階
層
が
高
い
ほ
ど
、
男
が
外
で
働
き
、
女
が
う
ち
を

守
る
と
い
う
図
式
が
効
率
が
良
い
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
社
会
階
層
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
効
果
を
持
ち
、
ネ

ッ
ト
ワ
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ー
ク
が
広

い
者
ほ
ど
、
伝
統
的
な
性
別
役
割
意
識
か
ら
遠
ざ
か
る
。
さ
ら
に
社

会
階
層
は
権
威
主
義
を
低
め
る
効
果
も
持
ち
、
権
威
主
義
的
で
な
い
人
は
伝
統

的
な
性
別
役
割
意
識
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
社
会
階
層
に
は
、
伝

統
的
な
性
別
役
割
意
識
を
形
成
す
る
正
の
直
接
効
果
が
あ
り
、
し
か
も
、
伝
統

的
な
性
別
役
割
意
識
を
瓦
解
さ
せ
る
負

の
間
接
効
果
も
あ
る
。
社
会
階
層
と
性

別
役
割
意
識
の
潜
在
変
数
問
の
相
関
と
し
て
は
、
あ
ま
り
関
連
が
見

い
だ
せ
な

い
が
、
そ
の
内
実
は
、
正
の
直
接
効
果
と
負
の
間
接
効
果
で
あ
っ
た
。

6

ま
と
め

社
会
階
層
が
高
い
女
性
ほ
ど
、
「
進
歩
的
」
な
意
識
を
抱
き
、
伝
統
的
な
性
別

役
割
意
識
か
ら
は
乖
離
し
て
い
そ
う
な
も
の
だ
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い

ら
し
い
。
そ
も
そ
も
、
潜
在
変
数
問

の
相
関
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
し
か
も

女
性

に
お
い
て
は
、
他
の
要
因
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
た
後
に
、
社
会
階
層
が
伝

統
的
な
性
別
役
割
意
識
を
高
め
る
効
果
が
見
出
さ
れ
た
。

性
別
役
割
意
識

の
ラ
グ
ラ
ン
ジ

ュ

・
ポ

イ
ン
ト

社
会
階
層
的
に
上
層
で
あ

る
ほ
ど
、
女
性
は
自
立
し
て
、
思
想
的
に
進
歩
的
で
あ
り
た
い
。
し
か
し
、
働

く
必
要
は
な
く
、
経
済
的
な
ゆ
と
り
が
あ
る
。
現
状
の
贅
沢
は
や
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
た
め
、
上
層
で
あ
る
ほ
ど
女
性
は
、
現
状
肯
定
的
な
意
識
を
抱
く
よ
う
に

な
る
。

社
会
的
に
下
層
に
な
る
ほ
ど
、
男
女
を
問
わ
ず
権
威
主
義
が
高
ま
る
こ
と
に

よ
っ
て
伝
統
的
な
性
別
役
割
意
識
が
高
ま
る
。
男
性
側
か
ら
す
れ
ば
、
亭
主
関

白
で
い
ら
れ
る
。
し
か
も
、
女
性
は
働

い
て
も
く
れ
る
の
で
あ
る
。
女
性
は
家

に
い
た
い
が
、
子
供
の
教
育
費
や
生
活
費
を
捻
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「男
性
は

外
で
働
き
、
女
性
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
と
の
ん
き
な
こ
と
は
言

っ
て
い
ら
れ
ず
、
働
か
ざ
る
を
え
な
い
。

性
別
役
割
意
識
の

マ
ッ
チ
ン
グ

ま
た
、
権
威
主
義
を
介
し
て
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
男
女
共
に
は
っ
き
り
と
見
出
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
社
会
に
お
い
て
選
択
的

交
際
や
同
類
婚
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
社
会
階
層
ご
と
に
カ
ッ

プ
ル
の
性
別
役
割
意
識
は
う
ま
く

マ
ッ
チ
し
て
い
そ
う
だ
、
と
い
う
推
論
で
き

る
。男

性
で
は
、
年
齢
と
権
威
主
義
が
性
別
役
割
意
識
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
人
が
意
識
的
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た
り
、
周
り
の
人
が
本
人

の
交
際
の
幅
を
広
げ
て
あ
げ
た
り
し
て
も
、
本
人
の
性
別
役
割
意
識
に
依
然
変

化
は
生
じ
な
い
。
そ
し
て
、
権
威
主
義
は
階
層
に
よ

っ
て
影
響
を
受
け
て
い
る
。

良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、
男
性
は
社
会
階
層
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。

他
方
で
女
性
の
場
合
、
権
威
主
義
の
効
果
は
男
性
と
同
様
に
強
い
と
は

い
え
、

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
で
、
柔
軟
な
、
時
代
に
即
し
た
性
別
役
割
意
識

を
獲
得
す
る
可
能
性
が
な
い
こ
と
も
な
い
。
社
会
階
層
に
お
い
て
上
層
で
あ
る

ほ
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
が
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

女
性
は
伝
統
的
な
性
別
役
割
意
識
を
持
た
な
く
な
る
。
他
方
、
男
性
に
は
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
効
果
は
無
関
係
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
社
会
的
上
層
で
は
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
効
果
の
た
め
に
夫
婦
の
間
で
性
別
役
割
意
識
に
若
干
の
乖
離
の
可
能

性
が
残

っ
て
い
る
。
女
性
に
お
い
て
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
が
性
別
役
割
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意
識
を
変
化
さ
せ
る
効
果
を
持

つ
の
は
、
逆
に
言
え
ば
、
女
性
の
生
活
空
間

・

領
域
が
ま
だ
ま
だ
狭

い
た
め
で
あ

る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
(m)。
妻
は
家
に
閉
じ

こ
め
て
お
く
に
限
る
、
と

い
う

い
か
に
も
男
性
本
位
的
な
意
見
を
耳
に
す
る
こ

と
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
世
界
の
広
が
り
に
よ

っ
て
夫
と
妻
の
価
値
観
が
食

い
違

っ
て
家
族
が
崩
壊
し
て
し
ま
う

こ
と
を
未
然
に
防
こ
う
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
は
、
様
々
な
他
者
と
の
自
由
で
開
放
的
な
つ
き
あ
い
を

表
し
て
い
る

〔、)。
女
性
に
お
い
て
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
の
決
定
係
数
が
低

め
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
社
会
階
層
以
外
の
要
因
が
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
影

響
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
社
会
階
層
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
女
性
が

自
ら
広
げ
て
い
く
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
は
、
今
後
さ
ら
に
進
展
し
て
い
く

だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
社
会
階
層
が
も
た
ら
し
て
い
た
、
夫
と
妻

の
性
別

役
割
意
識
の
こ
れ
ま
で
の
均
衡
状
態
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
推
移
を
た
ど

つ
て

い
く
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。

付

記

本
研

究
は
、
S

S
M
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
班
研
究
会
(一
⑩
Φ
Φ
.一
P
b。
)で
の
配
布

資
料

「
説
明

要
因
と

し
て
の
交
際
形
能
↑

階
層
帰

属
意

識

・
不
公
平
感

・
権

威
主

義

・
夫
婦
役
割
意
識
⊥

に
対

し
、

○。
国
閃
〉
に
よ

っ
て
性
別
役
割

意
識

の
指
標
を
選

択

し
直

し

て
加
筆

修
正
し
た

も

の
で
す
。

ま
た
、
本
研

究
は

1
9
9
5
年

S
S
M

調
査

研
究

の

一
環

と
し

て
お
こ
な

っ
た
も

の
で
、

デ
ー
タ

の
使
用
お
よ
び
結

果

の

発
表

に
あ
た

っ
て
同
研
究
会

の
許
可
を
頂

き
ま
し
た
。

こ
こ

に
記
し

て
感
謝

の
意

を
表
し
ま
す
。

Z
O
δ
ω

(
1
)
切
o
暮
は
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
が
本
人

に
対
し
て
様

々
な
影
響
を
及

ぼ
す

こ
と
を

明
確

に
述

べ
、
社
会
階
層
論

に
対
し

て
鋭

い
批
判
を

行

っ
て
い
る
。

た
と
え

ば
、
階
層
帰
属
意
識
を
説
明
す

る
た
め
に
、
社
会
階

層
変
数
を
投

入
す

る
従

来
の
分

析
枠

組
み
を
痛
烈

に
非
難
す

る
。
bd
o
暮
の
調
査

に
よ
れ
ば

、
社
会

階

層
と
夫
婦
分
業

形
態
と

の
関
連
は

ほ
と

ん
ど

み
ら
れ
な

か

っ
た

。
む
し

ろ
、

そ
の
家
族
が
ど

の
よ
う
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

っ
て

い
る
か
が
、
家
族
内

の

夫
婦
分
業

に
も

っ
と
も
影
響
を
与
え

て
い
る
と

い
う
。

(2
)
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
性
別
役
割
意
識

に
対
し

て
の
み
効
果
を

持

つ
の
で
は
な

い
。
実

際
、
社
会
意

識

に
対
す

る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

の
効
果

に
は
様

々
な
も

の

が
存

在

し
、
既

に
分
析

に
お

い
て
も

明

ら
か

に
な

っ
て

い
る
(円
巴

¢
ω
三
昌

一
Φ
。。
N
矯一Φ
。。
鯉
国
窪

①
磊

8
0
評
簿

聖

一㊤
り
9
川
端

一Φ
Φ
◎。
…
木
村

一
り
Φ
◎。
P

一
り
Φ
◎。
σ
、

一
Φ
㊤
Q。
o
噛
菅
野

一
⑩
㊤
Q。
o
…
安
田

一
り
㊤
◎。
)。

(3
)

1
9
9
5
年

S
S
M

の
項
目

で
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
は
測

定
さ
れ

て

い
な

い
。
そ

こ
で
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の
別

の
側

面
を
取
り
上
げ

る
こ
と
と
し
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
多

様
性
を
用

い
て
分
析
す

る
。

先
行
研
究

で
は
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の
密
度
と
多

様
性
は
負

の
相
関
を
持

つ
こ
と

が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

(4
)

「同
業
組
合

・
労

働
組
合
役
員
」
と

の

つ
き
あ

い
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
が

職
業
と

い
う

よ
り
は
名

誉
職

で
あ
り
、
職
業
威

信

ス
コ
ア
が
特
定

さ
れ

て

い

な

い
た
め
、
こ
の
指
標

の
構
築
か
ら
は
除

い
た
。

(5
)
権
威
主
義
と

、
性
別
役
割
意

識

に

つ
い
て
は

、
5
段
階

で
尋

ね
、
以
下

の
よ

う
に
用

い
た
。

「そ
う
思
・ユ

峠
5
、
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う
思
う
」

11
4
、

「ど
ち
ら
と

も

い
え

な

い
」

11
3
、
「ど
ち

ら
か
と

い
え
ば
そ
う
思
わ
な

い
」

H
2
、

「そ
う

思
わ
な

い
」
H
1
と
し
て

い
る
。

(6
)
6

つ
す

べ
て
の
変
数

か
ら
性

別
役
割
意
識
を
構
築
す

る
場
合
、
因
子

分
析

の

モ
デ
ル
の
適
合
度
が
よ
く
な

い
。
そ
こ

で
、
分
析

の
結
果
、
「
女
性
も
、
自
分

336



自
身

の
職
業
生
活
を
重

視
し
た
生
き
方
を
す

る

べ
き
だ
」
と

い
う
項

目
を
除

い
た
。
分
析

に
は
、
ω
8
℃
≦
δ
①
国
霙

を
援

用
し
た
(狩

野

・
原

田

一
り
リ
コ

狩

野

,
原
田

一
り
Φ
c。
桝
囚
9
p
o
畧

Ω
=
震
p
α
巴

⑩
㊤
。。
　
=
霞
§・
畠

p
巳

内
き

o
一
Φ
㊤
◎。
)。

(7
)
性
別
役
割
意

識

の
測
定
指

標
は
男
性
よ
り
も
女

性

の
方
が
値
が
若
干
高

め
で

あ
る
。
ま
た
、
男
女
ど
ち
ら

に
お

い
て
も
、

「男
性
は
外

で
働
き
、
女
性
は
家

庭
を
守
る

べ
き

で
あ
る
」
と
、

「家
事

や
育
児

に
は
、
男
性
よ
り
も
女
性
が
む

い
て
い
る
」

の
値
が
高
め

で
あ

り
、
潜
在
概
念

は
伝

統
的
な
性
別
役
割
意
識

を
表
し

て

い
る
。

測
定

指
標

の
値
は

.刈
以
上
が
望
ま

し
い
が
、

理
論

的

・
経

験

的
蓄
積

の
あ

る
権
威

主
義
に
お

い
て
さ
え
、

絢
以
上

の
パ
ス
が

一
つ
し
か

な

い
こ
と
を
考
慮

す
る
と

、
性

別
役
割
意
識

の
影
響
指

標

の
値
が
若
干
低
め

で
も
致
し
方

な

い
。

(
8
V
な
お
、
妻

の
家
計
参

入
度
と

い
う
非
常

に
興
味
深

い
変
数
を

、
吉

川
(一
Φ
り
。。
)は

用

い
て
い
る
。

そ

の
指
摘
ど
お
り

、
潜
在
変
数
を
用

い
な

い
重
回
帰
分
析

に

お

い
て
、
妻

の
家

計
参
入
度
は
確

か
に
強

い
効
果
を
持

っ
て

い
る
。

こ
の
変

数
も

、

一
指

標

}
概
念

の
潜

在
変
数
と
し
て
モ
デ
ル
に
組

み
込

ん
で
み
た
が
、

女
性

に
お
け

る
性

別
役
割
意
識

に
対
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
効
果
は
強
ま
り

こ
そ
す
れ
、
弱
ま

る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
本
研
究

に
お

け
る
理
論
仮
説

に
お

け

る
位
置
づ
け
と

の
兼
ね
合

い
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ

て
い
な

い
。

(
9
)
分
析

は
省

略
す

る
が
、
有
職
、
無
職

に
分

け

て
も
社
会
階
層

の
効
果
は
同
様

で
あ

っ
た
。

(
10

)
も
ち

ろ
ん
、
広
く
浅

い
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
が
全

て
の
生
活
領
域

に
お

い
て
メ
リ

ッ
ト

が
あ

り
、
機
能
的

で
あ

る
と
は
言

い
切
れ
な

い
(上
野

一Φ
◎。
。。
)。

し
か
し

な
が
ら
、
幅
広

い
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
ち
、
幅
広

い
選
択
肢
を
持

っ
た
上
で
、

自
分

の

つ
き
あ
う
相
手
を

絞

っ
て
い
く

こ
と
が
簡

単

で
あ

る
の
に
対

し
、
も

と
も
と
選

択
肢
が

せ
ば

め
ら
れ

て
い
る
場
合

に
は
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ

て
い
く

こ
と
は
困
難

で
あ

り
、
多

く

の

コ
ス
ト
を

必
要
と
す

る
こ
と

に
は
留

意

す
る
必
要
が
あ
る
。

(
11
)
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
多
様
性

に
く
ら

べ
て
、
権
力

や
社
会
的
勢
力

層
と
の

コ
ネ

や

ツ
テ
の
側
面
を
表
す
勢

力
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
方

が
、
階
層
変
数

に
よ
る
重
回

帰
分
析
に
お
い
て
決
定
係
数
が
高

い
(菅

野

一
り
㊤
◎。
9。
…
一
Φ
り
。。σ
)。
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        Social Determinants of Sex-Role Orientation. 

                       Tsuyoshi SUGANO 

   In this paper, I clarify social determinants of sex-role orientation. 

Preceding research has shown that authoritarian conservatism and Network Density have significant 

effect on sex-role orientation, though none research has treated both factors at the same time. 

Upon 1995 SSM B survey data, the followings are clarified by the method of Structural Equation Model 

with latent variables. 

   First, authoritarian conservatism has highly significant effect on sex-role orientation on both 

gender, i.e., the more authoritarian one is, the more traditional sex-role orientation one has. 
Although the first-order correlation between social stratification and sex-role orientation is weak, 

indirect negative effect of social stratification upon sex-role orientation via authoritarian conservatism 

is confirmed. 

   Second, opposite to hypothesis based on the relationship between social stratification and 

intellectual flexibility, it is clarified that there exists positive direct effect of social stratification on 

traditional sex-role orientation among women. 

   Third, network diversity turns out to have negative effect on traditional sex-role orientation in 
women, i.e., the more diverse network one has, the more non-traditional sex-role orientation one has. 

   Taking these into accounts, in the near future, increasing women's diverse network shall 

unbalance the apparent no correlation between social stratification and sex-role orientation.. 

Key Words 

   sex-role orientation, social stratification, network, authoritarian conservatism, 

   stractural equation modeling with latent variables. 
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